
２年生 国語

せつめいのしかたに気をつけて読み、それをいかして書こう

「馬のおもちゃの作り方」
「おもちゃの作り方をせつめいしよう」

札幌市立二条小学校 畔川耕一
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１．単元構成
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単元構成（１４時間）
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学習の流れ

①説明の仕方に気を付けて読む。

②「おもちゃの作り方説明書」を書く。

（生活科）
⓪「動くおもちゃを作ろう！」

③お互いの説明書を読み合って、おもちゃを作る。

自分たちで遊ぶ。１年生に貸す。

【読む】馬のおもちゃの作り方

【書く】おもちゃの作り方をせつめいしよう
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本時
〈作り方〉の部分を分かりやすく
書く工夫について考える。
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書き方が分かった！ 書けた！ 書いてよかった！

・学習の見通しをもち、楽しみながら書く。
・友達に伝わった！という経験から、書くことが好きになる。

目指す姿



前時までに ～「馬のおもちゃの作り方」では～

１. 文章のまとまり
〈前書き〉 〈材料と道具〉 〈作り方〉 〈楽しみ方〉

2. 説明の順序
「まず」 「次に」 「それから」 「最後に」

3. 絵や写真

＋こんなことが書いてあるから分かりやすい！
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説明書の書き方の工夫



「馬のおもちゃの作り方」から見つけた工夫
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(教科書本文を拡大して提示)



前時までに
～「おもちゃの作り方をせつめいしよう」では～

組み立てメモ
〈前書き〉 〈材料と道具〉 〈作り方〉 〈楽しみ方〉

①→②→③→④の順序を考えて、
「○○を△△する。」という文型で、
「何」を「どうするか」を簡単に書く。
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文章のまとまり

説明の順序



〈作り方〉 ○○を△△する。

組み立てメモ
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２．本時について
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「書くこと」の活動構成

〈題材の設定〉〈情報の収集〉〈内容の検討〉
説明するおもちゃを決める。

〈構成の検討〉
段落のまとまり・説明の順序を考える。

〈考えの形成〉〈記述〉〈推敲〉
分かりやすい説明の仕方を考える。
説明する文章を書く。

〈共有〉
友達と読み合って、おもちゃを作る。

構成･･･「組み立てメモ」

本時

生活科での経験から



本時の流れ
教師の例文を見て、
実際にけん玉を作る。

自力解決とペア交流

全体交流

分かりにくい！

どうすれば〈作り方〉を
分かりやすく説明できるかな？
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本時のポイント

・教師の例文を読んで、実際におもちゃを作る

・例文の改善点を見つけるための、付箋を使ったペア交流
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「読み手」→「書き手」への視点の転換

自分なら
こう書く！
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本時の板書
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本時での学びを生かした〈作り方メモ〉
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自分の〈作り方〉メモ
に言葉を付け足す



完成！
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３．本時の成果と課題
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成果

実際に作るという「実の場」の設定
〇困り感・課題意識

〇ならではの気付き

教師の例文を改善するという活動
〇「自分ならこう書く！」という書き手の視点で考えをもつ

「付箋」で気付いたことを分類・整理
〇「仲間分けによる一般化」 → 「自分で使える技」に

「丸める」って、
ボール？筒？ テープが取れ

ちゃった！
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課題

子どもの思いに合った本時だったか？
〇「組み立てメモ・〈作り方〉メモが書けた！」

→「早く自分の本番を書きたい！」という

子どもたちの意欲とのずれ？

「教師の例文」よりも「自分が書いた文章」で交流
〇再構成するなら、教師の例文を使って、短時間でポイントを

おさえ、自分の文章に向き合う時間を長くしたい。



４．ワークシート＆清書
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②組み立てメモ①表紙



③〈作り方〉メモ
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④清書
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友達からのコメント
自分の振り返り

→伝わってよかった！
こんな力がついた！

「書いてよかった」という達成感
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⑤コメント・
振り返り



５．今後に向けて
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今後に向けて
１．子どもの「書きたい！」が持続する活動構成

目的意識・相手意識・必要感

２. ワークシート・付箋等を活用した学習の積み上げ

子どもの変容が見取れるように

３. 評価に向けて、「何を学ばせるか」のねらいを明確に

丁寧に書き方をおさえて、スモールステップ

→ ほとんどの子が、よく書けた○ ⇔ 「構成」等への困り感

例えば…
１年生に、【説明書と材料】を箱に入れて
クリスマスプレゼントとして渡す。など

最初の文→付箋などのメモ→
下書き→清書 の内容・変容で評価
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実践報告は以上です。
ご清聴ありがとうございました。
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質疑応答

・本時の導入での実の場（教師の例文を読んでけん玉を作る）で、

課題意識をもたせたことが良い。

・単元の最後の実の場（完成した説明書を読んで、お互いにおもちゃを作る）場面では、

書いたことが伝わっているか子ども自身が確認したり、自分で評価したりできたのか？

・友達と説明書を読み合って作る際には、読むだけでなく、分からないところは聞き合って

作っている様子が見られたので、説明書の文章だけで伝わったかの検証まではできなかった。

しかし、読んだ友達からのコメントを書いてもらうことで、分かりやすく書けていた点などを

友達から評価してもらえるようにした。
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